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―夏木マリが人生と映画について語る―

ファッションやアイラインの引き方は映画が教えてくれた

「この映画が観たい」 ムービープラスで１１月放送

夏木マリ プロフィール
1973年デビュー。1980年代から演劇にも活動の場を広げ、芸術選奨文部大臣新人賞など受賞。1993年よりコンセプチュアルアートシアター「印象派」
をスタート。フランスの映画監督・名匠パトリス・ルコントからも称賛を受ける。また、国内外の映画作品にも多数出演。2009年、支援活動「One of Love
プロジェクト」を設立。2015年、ミニアルバム「朝はりんごを食べなさい」、『and ROSEs』として「紅のプロローグ」をリリース。2016年11月13日、清水寺に
て奉納パフォーマンス『PLAY×PRAY』第三夜を開催予定。さらに、2017年春、約3年ぶりとなる「印象派」の新作「印象派NÉO vol.3 不思議の国の白雪
姫」の東京（3月9日～3月12日）・京都（4月2日）・パリ（4月25日）公演が決定している。

ジュピターエンタテインメント株式会社
NEWS RELEASE

CS映画専門チャンネル「ムービープラス」（ジュピターエンタテインメント㈱、東京都千代
田区、代表取締役社長：寺嶋博礼）で放送中のオリジナル番組「この映画が観たい」は、
様々な分野で活躍する著名人の方々にかけがえのない“映画体験”と、それにまつわる
人生の様々なエピソードをお聞きする番組です。
11月は、舞台・音楽・映画と幅広いフィールドで活躍している夏木マリさんが登場。
彼女がセレクトした映画「ぼくの伯父さん」「突然炎のごとく」「8 1/2」 「セントラル・ステー
ション」 「スイミング・プール」について、番組で熱く語っていただきました。

■ 一般の方のお問い合わせ先 ■
ムービープラス カスタマーセンター
ＴＥＬ： ０１２０－９４５－８４４

（受付時間１０～１８時／年中無休）

■ 報道関係の方のお問い合わせ先 ■
ジュピターエンタテインメント㈱ ムービープラス ＰＲ担当
ＴＥＬ： ０３－６７６０－８４１０ (代表)

ムービープラスとは 今年開局２７年目を迎えた日本最大級の映画チャンネルです。ハリウッドのヒット作をはじめとする国内外の
選りすぐりの映画、映画祭、最新映画情報を放送し、Ｊ：ＣＯＭなど全国のケーブルテレビやスカパー！、
ＩＰ放送を通じ、約７２０万世帯のお客様にご覧いただいています。

「この映画が観たい＃３８ ～夏木マリのオールタイム・ベスト～」

初回放送：
再放送：

１１月７日（月）２３：３０～翌０：００
１１月１８日（金）１８：００～１８：３０、２０日（日）８：３０～９：００、
２４日（木）１１：００～１１：３０、２９日（火）１１：１５～１１：４５

オールタイム・ベストを5本に絞るのがとても難しかったという夏木さん。そんな中でも、真っ先に頭に浮かんだという「ぼくの伯
父さん」について、「大人になってから観たんですけど、私が生まれた数年後に、こんなにおしゃれでキッチュな映画があった
ということにショックを受けました。私が好きな友人たちも、みんな好きって言いますね。それを聞くと、ああ、やっぱりみんな素
敵なものが好きなんだと思ったり。何度も観ていますが全然飽きないんです」と絶賛しました。

次に挙がったのは、フランソワ・トリュフォー監督の「突然炎のごとく」。「ヒロインのジャンヌ・モローがとてつもなく魅力的で、少
女だった私は彼女のようになりたいと思いました。意外に思われるかもしれませんが、小さい頃は自分の意思をうまく伝えら
れないような優柔不断な性格だったので、この映画のヒロインのように意志の強い女性に憧れたんですね。あとは、生きてる
間に一度でいいから、こんな風に男性を振り回してみたいですね(笑)。内面だけじゃなく、ファッションやメイクの仕方にも、とて
も影響を受けています。コートやセーターの着こなしからアイラインの引き方まで、映画は色んなことを教えてくれました。初め
て観たトリュフォー監督の映画がこれだったんですが、この作品をきっかけに他の作品も色々と観ています。今では大好きな
監督の一人です」と、自身にとって強烈な印象を与えた作品だったと明かしました。

もうひとりの女性のお手本だということで名前が挙がったのは、フランスの女優シャーロット・ランプリング。彼女が主演のフラ
ンソワ・オゾン監督作「スイミング・プール」については、「この作品は脚本が素晴らしいし、歳を重ねていく女性の焦りみたいな
ものを非常に的確に捉えています。この作品もそうですが、シャーロット・ランプリングは素晴らしい監督と組んで精力的に活
動していて、そういうところもリスペクトするポイントです。私も彼女のように魅力的になって、素晴らしい作品や人を引き寄せ
られるよう精進したいと思いました」と語ってくださいました。

そのほか、最初のレコードデビューからの挫折や、それを乗り越え舞台や映画など幅広い分野に挑戦し続けるまでの過程な
ど、映画と人生を絡めて大いに語ってくれた夏木マリさん。貴重なエピソードがたくさん詰まった番組「この映画が観たい＃３８
～夏木マリのオールタイム・ベスト～」を、ぜひムービープラスでお楽しみください。

12月は、エッセイストの能町みね子さんが登場します。ご期待ください。
「この映画が観たい」公式ページ http://www.movieplus.jp/guide/mybest/


